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◎ 次世代を担う衛生・環境工学者NO.103 金沢大学理工研究
域地球社会基盤学系 准教授原宏江氏を訪ねて 微量汚染化学
物質の除去機構の解明とAIを活用した水質評価互いに助け
合える学生を育成したい　◎ 業界イベント 経営力強化を支
援 全管連 オンラインセミナー開催／事業承継のポイント学
ぶ 東管機商 中小機構など迎え講演会　◎猛暑対策の工夫を
行う試行工事を開始します　◎建設業許可業者数調査の
結果について　◎東京都キャップ&トレード制度 地
球温暖化対策の取組が特に優れた｢トップレベル事業
所｣を11件認定　◎｢地域の再生に向けた景観・歴史・
文化の積極活用!　◎家庭用給湯器の省エネ・非化石
エネルギー転換に向けた新しい制度に関する報告書を
取りまとめました　◎国土交通省発足25周年を迎えて
～　◎中東情勢の変化に伴い中小企業・小規模事業者
対策を行います　◎マンションにおける外部管理者方
式等に関するガイドラインの改訂について　◎AIを活
用したNETISの新機能を実装しました ◎建設業取引
適正化センター　◎ トピックス 要望・広報活動展開 イ
ンフラメンテナンス大会／春の叙勲・褒章　川本(日
空衛元副会長) 白田(全管連元理事)ら栄誉穂刈(全管連
副会長)ら晴れの黄綬褒章　◎ Photoエッセイ デジタル
トランスフォーメーション(１)…余湖典昭　◎ 明日への
道標 人間としての悲しみを知る―竹久夢二 生活の美術
を―…高倉克也　◎ 東京見て歩き(149) 東村山市‒ハンセ
ン病の多磨全生園を訪ねて‒…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成
を偲ぶパロディ狂歌集(86)…野平大魚　◎続 馬耳東風
(423)…西村修一　◎建築着工統計[2026年３月]

◎ POLITEC設立30周年連続企画② 第17代日本地震工
学会会長、防災・耐震工学のトップリーダー 清野純史・
京都大学名誉教授に聞く ◎ POLITEC設立30周年連続
企画③ 配水用ポリエチレンパイプシステム協会 白澤洋・
前事務局長に聞く　◎ 業界イベント 新時代創造へ設備展 東
管協組 大規模出展アピール／座談会で業界の魅力アピー
ル 東管機商 組合ホームページに掲載へ／盛大に創立80
周年記念式典 小泉 約800名を招き一層の飛躍誓う／｢一緒
に頑張ろう｣と激励 橋本総業27名を迎え晴れの入社式
　◎｢流域水循環計画｣を新たに３計画公表　◎水循環
に関するパネル・映像展示セット｢めぐる水を考えよう!
｣　◎令和８年度｢全国安全週間｣を７月に実施　◎令
和７年度の流域治水の取組の進展について　◎第29回
日本水大賞の募集要項を公表　◎河川の観測機器の機
能強化により氾濫通報制度等の運用を支援　◎令和６
年｢職場における熱中症による死傷災害の発生状況｣(確定
値)を公表します　◎全国のよろず支援拠点内に｢生産
性向上支援センター｣を開設しました　◎防災都市づ
くりの取組について　◎東京こどもすくすく住宅認定
制度の対象を戸建住宅にも拡大します　◎株式会社ミ
ナミサワ 自動水栓「Sui Sui FORM＜フォルム＞新発売
　◎元・前澤工業(株)八尾眞氏が急逝　◎ Photoエッセ
イ 画像データ…余湖典昭　◎ 明日への道標 子供達を抱
きしめて オードリー・ヘプバーンの夢―…高倉克也◎ 
東京見て歩き(148) 田園都市線の三軒茶屋界隈…坂本弘道 
◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂歌集(85)…野平大魚
◎続 馬耳東風(422)…西村修一　◎建築着工統計[2026
年２月]
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　アメリカのヒーローはスーパーマンからスーパー
マリオに変わりつつある。ゲームキャラクター
として世界的に親しまれている配管工がもっとも
将来性のある職種として若者たちの人気を呼んで
いるという。建設業などの現場労働者、とりわけ
配管技能者が年収1千万円以上の高所得者になる
ブルーカラーミリオネア現象が起きている。
　事務・システム系などホワイトカラーの分野で
巨大IT企業を中心にAIの導入が加速している。
人間が手がけてきた業務の多くをAIが代行する
時代になってきた。アマゾン、マイクロソフト、
メタなどはAIによる業務の効率化を理由に人員
削減を断行する姿勢を鮮明にしている。その反動
としてブルーカラーが脚光を浴びるようになった｡
　脳生理学者の酒井邦嘉と各界の著名人による
対談『AI脳クライシス』で棋士の羽生善治は将棋
AIを利用していると人間がAI化していくと警鐘
を鳴らしている。AI化とは人間に固有の主体性が
失われるということだろう。AIはきわめて有能な
ツールだ。だからこそAIへの依存ではなくAIと
の共存が求められているとわたしは思う。
　繊細な技能を必要とする配管はAIやロボット
に代替できない仕事だ。技能者のみならず資機材
を製造するメーカー、流通する商社もその不可欠
なパートナーにほかならない。わたしは大規模な
災害時に際して当然のように被災地の復旧に駆け
つける無名のヒーローたちを少なからず見てきた｡
ミリオネアではなくても全国のスーパーマリオに
よって日夜ライフラインが守られている。 （高倉)

全国管工事業協同組合連合会企画・監修
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